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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社は、第１四半期連結会計期間より、株式会社Joe'sクラウドコンピューティングを連結子会社

とし、四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期及び前連結会計年度末との比較分析は

行っておりません。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の各種政策効果の下支えもあり緩やか

な回復が続いておりますが、中国経済をはじめとした海外景気の下振れリスクが依然として存在す

ることなどにより、先行き不透明な状況となっております。

　当社グループの属するデータセンター市場においては、首都圏内データセンター増加の影響によ

り、ハウジングサービスの価格競争は厳しい状況が続いておりますが、VPS・クラウドサービスを

中心に安定した成長が続いております。

　こうした状況のもと、当社グループはコストパフォーマンスに優れたデータセンターサービス

を、多様なラインナップで提供することにより、他社との差別化を図るとともに、営業体制の強

化、イベントの実施及びパートナー制度の推進などにより、販売力の向上に努めてまいりました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は8,973,162千円、営業利益は671,203千円、経

常利益は551,275千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は362,646千円となりました。

　サービス別の状況は以下のとおりです。

① ハウジングサービス

　首都圏内データセンター増加により価格競争の厳しい状況が続いており、ハウジングサービス

の売上高は1,976,033千円となりました。

② 専用サーバサービス

　「さくらの専用サーバ」において、サービスメニューのフルリニューアルなど顧客ニーズを追

求した取り組みを重ねた結果、専用サーバサービスの売上高は2,034,479千円となりました。

③ レンタルサーバサービス

　「さくらのレンタルサーバ」、「さくらのマネージドサーバ」ともに着実にユーザ数を積み増し

た結果、レンタルサーバサービスの売上高は2,105,036千円となりました。

④ VPS・クラウドサービス

　「さくらのVPS」５周年記念キャンペーンの実施や「さくらのクラウド」の東京リージョン提

供開始、新機能の追加により、新規顧客の開拓や既存顧客の利用増加を図った結果、VPS・クラ

ウドサービスの売上高は1,932,923千円となりました。

⑤ その他サービス

　スポットで発生した機材販売やドメイン取得サービス及びSSL取得サービスが好調に推移した

ことなどにより、その他サービスの売上高は924,689千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における資産・負債及び純資産の状況は次のとおりです。

① 資産

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は16,160,451千円となりました。

　流動資産は4,481,124千円となりました。主な内訳は、現金及び預金2,607,339千円、売掛金

828,323千円であります。

　固定資産は11,679,327千円となりました。主な内訳は、有形固定資産10,109,707千円、無形固

定資産965,503千円であります。

② 負債

　当第３四半期連結会計期間末の負債の合計は11,927,244千円となりました。

　流動負債は6,742,999千円となりました。主な内訳は、前受金2,491,276千円、短期借入金

1,606,000千円であります。

　固定負債は5,184,245千円となりました。主な内訳は、リース債務3,685,830千円、長期借入金

1,216,143千円であります。

③ 純資産

　当第３四半期連結会計期間末の純資産の合計は4,233,207千円となりました。主な内訳は、資

本金895,308千円、利益剰余金3,337,716千円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期連結累計期間につきましては、概ね当初の予想どおりに推移しており、平成27年４

月27日付「平成27年３月期決算短信〔日本基準〕（非連結）」にて公表した通期の業績予想に変更は

ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間において、株式会

社Joe'sクラウドコンピューティングを子会社としたため、同社を連結の範囲に含めております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、取得関連費用を発生した連結会計年度の

費用として計上する方法に変更いたしました。

　企業結合会計基準の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）に定める経過的な取扱

いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（減価償却方法の変更）

　工具、器具及び備品の減価償却方法について、当社は、従来、定率法を採用しておりましたが、

第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しております。

　当社では、当連結会計年度以降の新中期経営計画に伴う投資計画において、器材(サーバ等)につ

いて設備投資の一層の拡大を予定しております。

　当社のデータセンターで使用する器材の主流は、近年、自社組み立てからメーカー製へシフトし

ており、当該投資計画により使用器材の大部分がメーカー製となることが見込まれるため、当該投

資計画策定を契機に工具、器具及び備品の減価償却方法を改めて検討いたしました。

　その結果、メーカー製の器材は、不良発生率が低く使用年数にわたり安定的に稼働できること、

また、部品交換等による維持費用が使用年数にわたり定額的に発生する傾向にあることが明らかと

なりました。

　従って、使用期間にわたり均等に費用配分を行うことが、より適切に工具、器具及び備品の経済

的実態を期間損益に反映できるものと判断したものであります。

　これにより、従来の方法と比べて、当第３四半期連結累計期間の減価償却費が44,683千円減少

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ44,683千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,607,339

売掛金 828,323

貯蔵品 414,434

その他 661,148

貸倒引当金 △30,122

流動資産合計 4,481,124

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,115,208

リース資産（純額） 4,286,654

その他（純額） 2,707,844

有形固定資産合計 10,109,707

無形固定資産

その他 965,503

無形固定資産合計 965,503

投資その他の資産 604,116

固定資産合計 11,679,327

資産合計 16,160,451

負債の部

流動負債

買掛金 245,631

短期借入金 1,606,000

1年内返済予定の長期借入金 704,666

未払法人税等 11,527

前受金 2,491,276

賞与引当金 85,305

その他 1,598,592

流動負債合計 6,742,999

固定負債

長期借入金 1,216,143

リース債務 3,685,830

資産除去債務 130,230

その他 152,041

固定負債合計 5,184,245

負債合計 11,927,244

純資産の部

株主資本

資本金 895,308

資本剰余金 250

利益剰余金 3,337,716

自己株式 △67

株主資本合計 4,233,207

純資産合計 4,233,207

負債純資産合計 16,160,451
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 8,973,162

売上原価 6,490,436

売上総利益 2,482,725

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 7,465

給料及び手当 459,552

賞与引当金繰入額 33,547

その他 1,310,956

販売費及び一般管理費合計 1,811,522

営業利益 671,203

営業外収益

受取利息 347

技術指導料 4,163

助成金収入 1,700

その他 1,841

営業外収益合計 8,052

営業外費用

支払利息 103,743

その他 24,237

営業外費用合計 127,980

経常利益 551,275

特別損失

固定資産除却損 3,306

減損損失 2,855

特別損失合計 6,161

税金等調整前四半期純利益 545,113

法人税、住民税及び事業税 153,434

法人税等調整額 29,032

法人税等合計 182,466

四半期純利益 362,646

親会社株主に帰属する四半期純利益 362,646
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 362,646

四半期包括利益 362,646

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 362,646
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

(多額な資金の借入)

当社は、平成28年１月14日開催の取締役会において、資金の借入を行うことを決議いたしまし

た。当該借入の内容は次のとおりであります。

１．資金の借入の理由

固定資産の取得（石狩データセンター３号棟建設）に伴う資金の借入であります。

　

２．資金の借入の概要

（１）借入予定先 ：みずほ銀行他

（２）借入予定総額：4,300百万円（平成27年10月実施の1,300百万円を含む）

（３）借入予定時期：平成28年２月、平成29年１月

（４）借入予定期間：５年～15年
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